
　

当
日
は
意
見
交
換
に
先
立
ち
、

鶴
岡
市
農
林
水
産
部
長
の
髙
橋
和

博
氏
よ
り
、「
こ
れ
か
ら
の
鶴
岡
市

の
農
業
振
興
に
向
け
て
〜
第
２
次

鶴
岡
市
総
合
計
画
か
ら
〜
」
と
題

し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
統
計
デ
ー
タ
よ
り
、
鶴

岡
市
の
農
業
従
事
者
数
と
経
営
面

積
の
推
移
、
新
規
就
農
者
の
推
移
、

農
産
物
産
出
額
（
米
、
野
菜
、
果

実
、
花
き
、
畜
産
）
の
推
移
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
デ
ー
タ
か
ら
伺
え

る
鶴
岡
市
農
業
の
現
状
と
問
題
点

を
理
解
し
、
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創

造
都
市
に
認
定
さ
れ
た
鶴
岡
市
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
本
市
農
業
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
魅
力
あ
る
農
業
を
目
指

す
た
め
に
、
第
２
次
鶴
岡
市
総
合

計
画
で
は
、
鶴
岡
市
の
農
業
に
お

（２）農委広報　もっしぇのー

鶴岡市の農業を考える
～農業者等との意見交換会～

い
て「
生
産
拡
大
と
所
得
の
向
上
」

と
「
人
材
の
育
成
と
確
保
」
の
二

つ
を
課
題
と
と
ら
え
、
特
に
、
農

業
の
発
展
を
支
え
る
人
材
の
育

成
・
確
保
を
重
点
と
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
し
て
講
演
の
中
で
は
、
注
目

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。「
旧
い
こ
い
の
村
庄
内
」

の
活
用
を
中
心
と
し
た
農
業
人
材

育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
案
）
で
、

関
係
６
団
体
（
鶴
岡
市
、
Ｊ
Ａ
鶴

岡
、
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
、
山
形
大

学
農
学
部
、
東
北
芸
工
大
、
ヤ
マ

ガ
タ
デ
ザ
イ
ン
㈱
）
の
協
力
を
得

て
、
鶴
岡
市
の
農
業
人
材
育
成
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
長
期
宿
泊
を
伴
う

農
業
研
修
に
よ
る
都
会
か
ら
の
人

材
確
保
と
独
立
就
農
の
支
援
、
地

元
農
業
者
（
親
元
就
農
・
若
手
農

業
者
）
へ
の
研
修
機
会
の
提
供
と

研
修
生
と
の
交
流
機
会
の
提
供
な

ど
で
す
。
農
業
委
員
会
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
と
成
功
に
向
け
、

協
定
締
結
の
一
員

と
し
て
、
そ
の
役

割
を
果
た
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

講
演
会
に
引
き
続
き
、「
第
２
次

鶴
岡
市
総
合
計
画
の
推
進
に
向
け

て
」
と
題
し
、
本
市
農
業
の
課
題

で
あ
る
「
生
産
拡
大
と
所
得
の
向

上
」、「
人
材
の
育
成
と
確
保
」
を

受
け
、
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
米
生
産
の
収
益
性
の
向
上
や
園

芸
作
物
の
生
産
拡
大
、
農
業
生
産

と
畜
産
と
の
連
携
や
生
産
、
流
通
、

消
費
が
地
域
内
で
循
環
す
る
農
業

を
目
指
す
。

■
中
山
間
地
域
で
は
地
域
の
資
源

と
特
色
を
生
か
し
た
永
続
で
き
る

農
業
経
営
を
実
現
し
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
む
。

■
藤
島
八
栄
島
地
区
の
農
地
集
約

モ
デ
ル
事
業
で
は
、
耕
作
地
交
換

希
望
者
９
人
の
農
地
の
耕
作
者
別
、

色
別
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
話
し
合

い
を
通
じ
て
約
３・５
㌶
の
交
換
が

実
現
し
た
。
受
委
託
圃
場
に
つ
い

て
は
話
し
合
い
後
に
農
業
委
員
会

が
地
権
者
に
説
明
し
了
承
を
得
た
。

髙橋和博 農林水産部長

　農業委員会が主催し毎年開催しているこの意見交換会は、「農業委員会等に関する法律」の規定
に基づき、農業の最前線で活躍されている方々の意見・要望等を集約し、本市の農業施策に反映
させることを目的に実施しているものです。今年度は2月6日、グランドエル・サンを会場に開
催され、市議会産業建設常任委員、両JA関係者、各農業団体等の代表者、農業委員、農地利用
最適化推進委員、新規就農者6名など約50名が参加しました。

①
農
業
生
産
力
の
向
上

　（
農
地
集
約
の
推
進
）

行 

政
側
の
説
明
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（
農
地
の
集
積
集
約
に
つ
い
て
）

●
集
積
は
農
業
情
勢
や
農
業
者
の

高
齢
化
と
と
も
に
時
間
が
解
決
し

て
ゆ
く
と
思
う
が
集
約
は
難
し
い
。

●
八
栄
島
地
区
の
よ
う
に
何
か
し

ら
の
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
集
約
も

進
む
の
で
は
な
い
か
。
行
政
・
関

係
団
体
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

●
高
坂
地
区
で
耕
作
地
の
交
換
を

行
い
作
業
効
率
が
上
が
っ
た
。

●
所
有
者
か
ら
の
理
解
は
得
ら
れ

る
が
、
耕
作
者
か
ら
は
圃
場
条
件

の
違
い
等
に
よ
り
理
解
を
得
ら
れ

に
く
い
と
思
う
。

●
中
山
間
地
や
耕
作
不
利
地
で
は
、

農
地
中
間
管
理
機
構
等
を
利
用
し

た
圃
場
の
再
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

（
園
芸
振
興
に
つ
い
て
）

●
鶴
岡
市
と
し
て
の
園
芸
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

●
米
主
体
の
園
芸
な
の
か
、
園
芸

主
体
の
米
の
生
産
な
の
か
。
将
来

的
な
展
望
が
見
え
て
こ
な
い
。

●
地
域
農
業
の
発
展
の
た
め
に
活

動
し
て
い
る
こ
と
が
、
ほ
ぼ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
り
、
結
果
的

に
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
現
状
を

理
解
し
て
ほ
し
い
。

■
新
規
就
農
者
の
さ
ら
な
る
確
保

に
加
え
、
地
域
農
業
を
リ
ー
ド
す

る
経
営
感
覚
を
も
っ
た
農
業
経
営

者
や
年
間
を
通
じ
た
雇
用
の
受
け

皿
と
な
る
企
業
的
な
経
営
体
を
育

成
す
る
。
ま
た
、
生
産
を
支
え
る

多
様
な
働
き
手
（
労
働
力
）
の
確

保
に
取
り
組
む
。

●
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
は
、
水
産
業
の
分
野
で
雇

用
が
進
ん
で
い
る
よ
う
な
の
で
、

情
報
収
集
を
し
て
農
業
と
し
て
ど

の
よ
う
に
受
け
入
れ
で
き
る
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

●
新
規
就
農
者
の
就
農
後
を
追
跡

調
査
し
て
ほ
し
い
。
調
査
す
る
こ

と
に
よ
り
、
親
元
就
農
、
独
立
新

規
就
農
の
成
功
例
や
失
敗
例
を
把

握
で
き
、
今
後
の
人
材
育
成
・
確

保
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

●
他
地
域
よ
り
新
規
就
農
す
る
場

合
、
関
係
機
関
・
協
力
団
体
は
多

数
あ
る
よ
う
だ
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
構
築
で
き
て
お
ら
ず
、
情
報

収
集
が
う
ま
く
で
き
な
い
。

■
ユ
ネ
ス
コ
の
食
文
化
創
造
都
市

の
強
み
を
生
か
し
た
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
と
情
報
発
信
に
よ
り
販

売
力
の
強
化
を
図
る
。

■
農
業
の
６
次
産
業
化
や
農
商
工

観
連
携
に
よ
る
付
加
価
値
向
上
と

直
売
所
や
学
校
給
食
向
け
の
少
量

多
品
目
の
生
産
支
援
な
ど
に
よ
り

地
産
地
消
を
推
進
す
る
。

●
共
用
食
品
加
工
施
設
整
備
に
よ

る
農
産
加
工
の
た
め
の
環
境
づ
く

り
は
、
庄
内
町
の
「
ク
ラ
ッ
セ
」

が
参
考
に
な
る
。

●
農
業
委
員
会
の
食
育
・
地
産
地

消
活
動
で
、
食
へ
の
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
保
育
園
で
「
お
に

ぎ
り
教
室
」
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
長
に
給
食
の
地
元
産
野

菜
の
利
用
拡
大
を
要
望
し
た
。

●
農
協
と
し
て
は
、
産
地
間
競
争

に
勝
つ
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化

は
品
質
向
上
が
必
須
で
あ
る
。
米

は
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ
る
程
度
確
立

し
て
い
る
が
、
野
菜
は
全
国
に
通

用
す
る
特
異
な
も
の
は
少
な
い
。

枝
豆
を
代
表
す
る
鶴
岡
産
の
作
物

の
品
質
向
上
・
維
持
が
、
最
終
的

に
は
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
力
に
つ
な

が
る
。

　

鶴
岡
市
の
農
業
を
取
り
巻
く
課

題
や
方
向
性
に
つ
い
て
、
今
回
も

参
加
者
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
特
に

新
規
就
農
者
か
ら
多
く
の
質
問
や

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
若
手

農
業
者
の
や
る
気
が
鶴
岡
市
農
業

の
未
来
の
原
動
力
に
つ
な
が
る
よ

う
に
、
関
係
行
政
及
び
農
業
関
係

団
体
が
連
携
・
協
力
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
小
林
真
推
進
委
員
）

②
農
業
人
材
の
育
成・確
保

③
農
産
物
の
付
加
価
値
向
上・

販
路
の
拡
大
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